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はじめ詑

私達は、弘前の郷土産業は、 「担んζと とよく v>うo むんとの方は費料もよく出て

v>ふ~私選の身近まものですが、 としてデパートなどに陳列さ

れてwて、ただ単に高いものだとかされv>なものだとかいう、 eそ

の起源とか‘現在民盃るをでの過程、又も現状とωうものを把握してみようとしたものでるる

津軽塗の起掠と推移

弘前十ζ訟こった漆器の総称である。当時は fか

塗又は穀誰とも書く)と呼ばれた。

弘前代特憶のある fから建jがtまっ興したのは、

藩主信政が若狭の接工五指嶺門の子、万鞘師。池田諒兵衛を招lハて、

といわれる。副代

ったこと

に始3きる。彼;式全i童諸大名のうち、英連立る大名土人のうちに数えられていたが、江戸から離

れ、東北の最奥地であゐ詳説地方の産莱振興をめざし、るらゆる産莱の扶殖発長を行設いも経

i斉的氏一大飛躍をもたらした。この素地材は ある。ひのき材を用い、叉漆に

はさ当地窪の長質の漆を明v>て独持り味わいを出す氏至った。 r;議事室塗J 1 4年(1 

8 8 1 

品の時、

り

1 0名の士族投資によ 2 出

して別v>たりが最初とv>われる。議り方は 38酉から 48屈と祷

瞬き、仕上げすでには40日も要するほど丹精をこめて、作ちれるから罷牢な

ことを高向優美なことは実用工芸品として高く評語されてv>み。

ら、津説'V罵漉塗として通るようになった。津軽塗は紋砂塗、

と敏密牲と堅牢性か

七々子議、

分かれてW るが、近年新感覚をもった、麿塗と七々子塗の模様入;0'人気を呼んでv>ゐ。

年
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と、下閣のように年々上昇している。
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1. 5 0 0.0 0 0 

2.1 6 4.0 0 0 

生産訟にお‘けゐ、津軽主主の全国的位童をみると、昭和 l

3年頃3までは、 0.59惑で、 2 6 

をおめていた。昭和32年比は全国OO.8需で 18位を

占めてωる。昭和 32 1 ~語以下と ω う 0が

1 9換で 53%を占めてtハゐ。戦前には静両県が 30労

泣くを占め‘圧伊i的VC'f告を抜いでρえが、戦談、

場を全面的に失ぃ、輸出i;~皆無比等しくなったことによ
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弘昭和27年には金惜の 2.1番、昭和3 2 年比はl. O~ で 1 6位と急減してwる。内地向の

市場が確立してしぺゐ檎島や余津左どにその主導権が移ったのである。議寝室塗は著しい発展も

退もみることなし今日に主っている。

漆器業者の分布

昭和40年8月現在の捺器莱者。分布状況を見ると、弘前田市0西部及び北東部両地区K集

中している。中でも新出入 1 5入、西大工町、 8入、袋町、 a人左ど西部の方氏集中してI.t">る

もともと漆器工業は弘前城宮中心に語部地返K発生したものであり、やがて漸次市内各地i去に瀧

進出したものである。現主の下新町、西大工町、袋町も平i詞町立どは塗師町といわれ、多くの

塗師が鹿住してI.t">た。

そり構成をλると、戦後i唱和 23年比青森県漆器商工業組合として組合員93名をもって発

足したが、現をはよ町を中心とした‘青森県商工業協同組合 (46名)と下町中心の弘前非軽

塗販売組合とその他、弘前戦工組合([):::::..つに分かれている。これら0組合加入者は 162名、

そり他組合氏加入していな凶人がこれらの2倍位はあるとW うある組合員の話でした。と托か

く津軽誰の実数はなかなかっかめなW とI.t">うことでした。

b わタ K

津軽塗工業の零紹さには思をみはるものがおる。漆器工業はわが国VC:i:?1.t">て、吉くから行な

われてwる法統工業であるが、そのほとんどが帯細工業的民行なわれている。

々多くまってきているとtハうことでしたが、今舎での技法や甑売方法K満

是している保守的な菌が随所K見られた。わずかも 1 6 2名。組合加入者の中でもそれが3つ

に分裂していることも、津軽主主の発展Kとっては1つの弊害となっている。市役所とか、工業

試験場、組合など協力して、技法や販売方法を改善い新しW 市場を広げようと協力している
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